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下市町議会議員の皆様による 学校訪問
下市町議会議員８名の皆様が、６月１７日（月）に下市あきつ学園へ訪問し

ました。まず柳井校長先生から、教育理念に基づき１年生から９年生までの

縦割り活動や学校経営等、教育活動全般の説明をさせていただきました。議

員の皆様からは、学校給食、学校運営協議会、不登校児童生徒等への対応

等についてのご質問がありました。その後、職員室で議員の皆様を紹介させ

ていただき、町議会議長の辻本様から先生方へ励ましのお言葉をいただき

ました。授業見学については、１・２年生は、水泳の授業のため、見学できませんでしたが、他の学年の

教室で行っている授業を参観されました。特に、電子黒板機能付きプロジェクター「ワイード」やタブレ

ットを使っての授業を熱心に見ておられました。８名の議員の皆様、たいへんありがとうございました。

英語教室 下市こども園３歳児～５歳児
▼定期的に外国語指導助

手のタラベラ先生による英

語教室を実施しています。

英語による絵本の読み聞か

せや手遊び等、また自己紹

介の仕方を教えてもらっています。▼子どもたち

は、自然に英語に親しむことができ、「英語は、楽

しい。おもしろい」と興味津々。▼国際社会に目

を向けていくための第一歩を踏み出しました。

吉野川 鮎の放流体験
～ 下市こども園５歳児（ぞう組） ～

▼５月１５日(水)、今年も吉野漁業協同組合から

ご連絡をいただき、奈良南高等学校（吉野校舎）

下の河原で、５歳児１０名が、鮎の放流体験を行い

ました▼。子どもたちは、間近で

ぴちぴち跳ねる鮎を見たことはな

く、大興奮。優しくバケツを傾ける

と、元気よく鮎が飛び出し、遠くま

で泳いでいく姿を見送りました。

▼子どもたちの次世代は、人生１００年時代

と言われ、社会環境も大きく変化することに

なります。これからの時代は、学ぶ・働く・引退

となる従来の終身雇用制から、学んで働き、

別の分野で学んで働く、さらに副業、兼職、ボ

ランティア等を行うマルチステージに移行し

ていくことが予測されています。（右図）▼ま

た、人工知能やロボット等に代替する職業も

あると言われ、教育では、まさに変化の厳し

い時代を生き抜く力を育むことが求められています。そのために学校教育は、「知識伝達型」から「主

体的な学び」へ転換していかなくてはなりません。▼本町の教育は、基礎学力である「読み・書き・計

算」を大切にしながら、子どもたちが次代を切り拓く上で不可欠な学びである「主体的・対話的で深

い学び」を１年生から９年生まで段階的に指導を進めていきます。▼こども園においても、あきつ学園

にスムーズに繋がっていくように、一貫した教育をめざすべく、日々の保育・教育に取り組んでいます。

いまどき教育事情 ～変化の激しい時代×人生１００年時代～



▼七夕は「たなばた」または「しちせき」とも読み、古
くから行われている日本のお祭り行事で、五節句の
ひとつにも数えられています。▼一年に一度の七夕、
みなさんも願いを込めた短冊を飾って、星に願い事
をすると願いが叶うかもしれません。 たなばたコーナー（観光文化センター）

ご意見・お問い合わせは…
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下市町第１回文化連盟
▼６月６日（木）、第１回文化連盟会議を開催し

ました。本年度、観光文化センターの改修の終

了予定が３月上旬となるため、事業が例年の時

期に開催ができなくなり、ご迷惑をおかけしま

す。なお、会議で承認された事業の開催日は下

記のとおりです。

記

○第２７回文化講演会
日 時:令和６年１０月２０日（日）13:30～

場 所:下市町交流センター

演 題:下市町内の霊場｢南和新西国三十三カ所｣

～その起こりと巡礼コース等について～

講 師:堀 光博氏

○第６１回町展
日 時:令和７年３月２２日（土）・２３日（日）

場 所:下市観光文化センター

（詳細は後日になります）

○芸能発表大会
日 時:令和７年３月３０日（日）開場１２：３０～

開演１３：００～

場 所:下市観光文化センター 大ホール

防災教育の充実に向けて ～下市こども園・下市あきつ学園～
▼私たちは日常生活において、『人の命と健康、尊厳を守

ること』に積極的に努めていかなくてはなりません。そのた

めには、地震・台風・豪雨（線状降水帯等）等、様々な災害

の正しい知識を持ち、自ら考え、判断し危険から身を守る

行動をとることが重要です。▼『人を助けるためには、まず

自分の身は自分で守る』ことを学ぶ必要があります。毎年の避難訓練は、下市消

防署と吉野警察署にご協力をいただき、こども園では３回～４回、あきつ学園では３

回実施しています。また、それぞれの先生方は、毎年救急救命の講習を受講してい

ます。▼それらのことに加え、さらに本年度から、日本赤十字社奈良県支部に加盟

登録して、子どもたちとともに防災講習や安全講習を実施していく予定です。

第6回下市町近隣市町村
交流ゲートボール大会

▼５月２４日（金）、下市

中央公園にて、晴天の

中、１８チーム、総勢約９

０名が参加し、６回目と

なる市町村交流ゲート

ボール大会が開催され、親睦を深めました。

▼今回は、野迫川村のチームが初参加となりま

した。また本大会には、これまで県内のチームだ

けではなく、県外からも参加されています。

下市町グラウンドゴルフ大会
安全安心教室

▼６月１５日（土）、下

市町グラウンドゴルフ

クラブが安全安心教

室として、 町総務課の

啓発活動を兼ねて、グ

ラウンドゴルフ大会を開催しました。▼これから

も多くの町民の皆様がグラウンドに集い、交流

を図り、下市町が安全に安心して生活できる地

域として末長く続いていくことを願っています。


